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３ 要 旨   

 松川浦で生産されているヒトエグサ（地方名称アオノリ）に含有している機能性成分を明らかにし、ヒトエグ

サの付加価値形成を図るとともに食品に利用しやすい素材化方法を検討し、食品業界へ利用拡大を図るこ

とを目的とした。  

 ヒトエグサの機能性成分として総食物繊維とカロテノイド類の成分分析を行った結果、総食物繊維は、乾

燥重量100g当たりの含有量（以下同じ）が、37～43gと食物繊維の供給源として有用であることがわかった。

また、カロテノイド類のうち、ルテインは、35～70mg、β－カロテンは、6～67mg含まれており、ルテインはホ

ウレンソウに、β－カロテンはニンジンやカボチャに匹敵することがわかった。  

 また、従来の天日乾燥と真空凍結乾燥で比較したところ、天日乾燥が機能性成分を残したまま素材化でき

ることがわかった。  


